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準化，医事業務の簡素化・正確化，情報伝達
時間の短縮，患者サービスの向上，医療従事
者間および患者との信頼関係の確立などがあ
る（STEP1のＲ１０，１１参照)。また，電子カ
ルテに求められる機能は,診療の効率化,デー
タベースの多目的利用，診療支援と医療機関
ネットワークである（STEP1のP､11,12参
照)。
電子カルテを活用することで，患者の健康
の維持・増進，疾病の予防，健康の回復を目
指して，患者の自立した生活を支援し，患者か
らの信頼を得られるような医療と看護ケアの
質を保証するという本来の目的が達成され,業
務運営システムとして機能するようにしたい。
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